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愛媛県の難病医療提供体制

令和7年4月～12月の相談対応

昨年度の課題と対応

内 容
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難病地域ケア
対策連絡協議会

総合型：難病医療拠点病院
愛媛大学医学部附属病院
◇総合診療サポートセンターに
難病医療コーディネーター配置

領域型：難病医療拠点病院
専門分野【神経】
愛媛医療センター

難病医療支援ネットワーク
（国立高度専門医療研究センター、難病研究班、各分野の学会、IRUD）

難病相談支援センター
【愛媛大学医学部附属病院】愛媛県

患者・家族

愛媛県の難病医療提供体制

＜目的＞
難病医療協力病院、保健所等と
協力し、難病の各疾病や領域ご
との特性、地域に応じた難病医
療体制を整え提供
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地域拠点病院
（二次医療圏毎）

かかりつけ医院・病院
（入院・通院・往診 ）

総合型難病診療連携拠点病院
（より早期に正しい診断をする機能）

難病診療分野別拠点病院
（専門領域の診断を提供する機能）

難病医療協力病院
（身近な医療機関で医療の提供と
支援する機能）

保健所設置状況
・県保健所は6か所
・中核市松山市保健所１か所

51ヶ所

5ヶ所

出典）愛媛県健康増進課難病対策係一部追加 2



愛媛県難病医療コーディネーターの役割

難病医療コーディネーターは、愛媛県の地域の特性を把握し、難病医療
体制を整備する役割を担っており、様々な医療、福祉支援が複合的に必
要で、対応が困難な難病患者に対する広域的な医療資源などの調整、
専門的な立場からの助言などをおこなう

１．難病医療に関する相談

２．医療の確保が困難な場合の調整、医療機関との連携

３．難病医療に関する情報収集・提供・連絡体制の整備

出典）愛媛県難病コーディネーター委託業務内容 3



看護在宅療養

44%

病気・治療（告知を含む）

24%

各種制度サービス等

16%

入転院支援

4%

意思伝達装置・

補装具

3%

就労支援

1%

その他

8%

n=1105

【相談対応件数の内容】
令和7年4月～12月

【相談対応疾患】
令和7年4月～12月
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昨年度の課題と対応

１．専門医がいないという理由で連携を断られることがある
地域連携室との連携の強化

２．人工呼吸器装着患者の療養場所に困っている
病院訪問で、新規での受け入れは難しいとの回答がある一方で、
その時の病床の状況により受け入れ可能と返答を頂いた病院が
多数あった

３．災害時、地域の患者を診てあげたちという気持ちはあるが、人工呼吸器患
者を受け入れるには非常用電源やマンパワーに不安がありどこまで受け入れ
できるか悩んでいる
研修会の実施・訪問看護師との連携・自助への備え
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